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　　　 We　 report　2　cascs　of　esophageal　cancer　metastatic　to　the　kidney.　Theβrst　casc　was　in　a　57-year-
old　man　 who　 complained　of　severe　right　Hank　pain.　 He　had　undcrwent　an　operation　R)r　csophageal
cancer　2　months　previously.　A　computerized　tomography(CT)scan　 revealed　a　wedge-shaped,　low-









　 　　　 　　 　　緒 　 　 　 　 　言
　 食道癌腎転移 は食道癌の剖検例 において4-6%に
み られト3)稀で はないが,生 存 中に発見 し報 告 され た
ものは本邦で はll例にす ぎない.わ れわれは食道癌 を
原発 とす る転移性腎腫瘍 を2例 経験 した.そ の特徴,
原発性腎癌,浸 潤性腎孟腫瘍 との鑑別法等 につ いて若
干の文献的考察 を加 え報告す る.
　 　　　 　　 　　症 　 　 　 　 　例
　 患者1:57歳,男 性
　 主訴:右 側腹部痛,体 重減少,全 身倦怠感.
　 既往歴:高 血圧,陳 旧性脳梗塞.
　 家族歴:特 記すべ きことな し
　 現病歴:1994年12月15日食道癌の診断で胸部食道全
摘術 を行 った.病 理 組織 学 的診 断 はwell　differenti-
ated　SCC,　al,　n3,　plo,　Mo,　stage　IVで あ っ た.
1995年2月,CT上 右 腎 に くさ び状 のlow　density
area(LDA)が出現(Fig.1)し,右 胸 水 も出現
1995年5月のCTで は右 腎腫瘍 は さらに増 大 し大動
脈 周囲 リンパ節転移 もきた した.95年7月 には右縦隔
内 リンパ節 転移 に よる左 反 回神経麻 痺 が 出現 した.




　 　　 　 　　 trated　a　low　density　tumor　at　the　right
　 　　 　 　　 kidney.　The　 f()rm　of　tumor　was
　 　　 　 　　 "wedge"shaped.　This　form　is　typical
　 　　 　 　　 of　metastatic　renal　tumor　at　an　early
　 　　 　 　　 stage・
が 出 現 し,9月18日 当 院 外 科 に 再 入 院 と な っ た が 右 側
腹 部 痛 が 激 し く な り,CT上,右 腎 腫 瘍 も増 大 し た た
め 精 査 目 的 に10月5日 当 科 に 転 科 し た.
　 現 症:熱 発 な し.右 側 腹 部 痛 を訴 え る が 明 ら か な 腫
瘤 は 触 れ な い 。
　 入 院 時 検 査 所 見:末 梢 血,生 化 学 と も に 異 常 所 見 は
認 め な い.CRP　 O,α2-g19.1%,　ESR　10mm.尿 検
査,尿 細 胞 診 に 異 常 所 見 を 認 め な い,
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X線 検 査所 見:IVP;右 腎 は描 出 され ない.CT;
右 腎に正常 啓実 質はな く,腫 瘍 によって置換 されて い
る.大 きさの割 りには被膜 内に存在 し膨隆性 の少 ない




入院後経 過:右 腎腫瘍 が原発性 か転移性 かの鑑別が
問題であ ったが血液検査 及び理学 的所 見 より原発性腎
癌 で あ るな らば 里 見 の 分 類4>によるslowgrowing
typeであるに もかかわ らず,非 常 に進行 が早 い こ と
及 びCT,血 管造影な どの画像診断 よ り転移性腎腫瘍
と考 えられた.根 治性 はない と考 え られたが激 しい右
側腹部痛のため,1995年10月9日経腰 的単純右 腎摘 出
術 を行 った.
手術所見:右 腰部斜切開にて後腹膜腔 に達 し右腎 を
Gerota'sfasciaより剥 離 し摘 出 した.周 囲 との癒 着
はほ とん どなか った.
肉眼的所見:摘 出標 本は200g.正常 腎実質 は見 ら
れず,表 面が粥状の硬 く触れ る腫 瘍に よ り置換 されて
いた.
病理組織学 的所見:丘brousstromaを伴 い発 育す る
cancernestsまた はcordよ りな り時 にindividuaI
cellkeratinizationを示 すmoderatedifferentiated
SCCで あ り食道癌の右腎転移 と診断 された(Fig.2).
退 院後経 過:外 科 にて5FU,CDDPに よる化学療
法 を2コ ー ス行 い,現 在癌あ り生存中である.
患者2:57歳,男 性
主訴:肉 眼 的血尿,右 側腹部痛.
既往歴:1994年5月胸部大動脈,左 房への直接浸潤
をと もな った食 道癌(welldifferentiatedSCC)の診
断で放射線照射 を66Gy行 った.
現病歴:1995年ll月よ り肉眼的血尿,右 側腹 部痛 を















(Fig.3).12月には嘔吐頻 回 とな り当 院外科 に入 院
となった.CT上 腎腫瘍 が急速 に増大 したため精 査 目
的 に1996年3月7日当科 に転科 となった.
現症:熱 発 な し.右 側腹部痛が あるが明 らかな腫 瘤
は触れ ない.
入院時検査所見:末 血,生 化学 ともに異常所 見 を認
め な い.CRPO,α2-gll6.3%,ESRlOmm.尿検
査,尿 細胞診 に異常所見 を認 めない.
X線 検査所見:IVP;右 上腎杯 は腫 瘍 によ り圧排,
変形 をきた して いる.
CT:右 腎 はlowdensityを示す 腫瘍 に よ り置換 さ
れ正常腎実質 を認 めない.右 腎 門部 リンパ 節転 移 を認
めたが腎腫瘍 自体 は膨隆性が少 な く,被 膜 内に限局 し
ている.下 大静脈 内腫瘍塞栓が疑 われた.
IV-DSA:明らか な腫瘍血 管の増 生 を認 めないが実
質相で右腎上極 に陰影欠損 を認 める.下 大静脈内腫瘍
塞栓 を認 めた.
入院後経過:患 者1と 同様 の理 由に よ り食道癌腎転
移 と考 え られたが,原 発性 腎腫瘍 の可 能性 も否定で き
ず,ま た右側腹部痛 の軽減 のため1996年3月7日経腹
的右腎摘 出術,下 大静脈 内腫 瘍塞 栓摘 出術 を施行 し
た.
手術所 見:肋 弓下横切 開に よ り腹腔内 に到達 した.
下大静脈内腫瘍塞栓 は肝尾状葉 より下 方 に約7cm存
在 し,こ れ を摘 出 した.右 腎門部 リンパ節 は約5cm
に腫大 し下大静脈 および右 腎 と激 しく 癒着 していた.
これ を可 及的 に切 除 し,Gerotaとともに右 腎 を摘 出
した.
肉眼的所見:腎 孟お よび腎髄質 は灰 白色 の固い腫瘍
によ り完全に置換 されてお り皮質が一部正常組織 と し
て残存 していた.
病 理組 織 学 的所 見:individualcellkeratinization
を示すSCCで 著明 なnecrosisを伴 ってお り腎組 織
の ほぼ3/4を占拠 しGerota'fascia,腎孟 も巻 き込 ん
でい る.右 腎 門部 リンパ節,下 大静脈 内腫瘍 塞栓 を認





め る.食 道癌 の腎転移 と考 え られた(Fig.4).経過:





発巣として多いものは肺,骨 髄,リ ンパ ・網細系,胃
と続き食道は8番 目にあたる2)頻度別にみるとリン

















おいても腎腫瘍が発見 される機会が多 くな り腎細胞
癌,進 行 した浸潤性腎孟腫瘍等 との鑑別が必要だと思
われる.重 要な点は転移性腎腫瘍はCT上 初期 には
くさび状で,進行 しても膨隆性は少なく被膜内に限局
する傾向にある7)ということである。自験例2例 で も
腫瘍発生初期にはCT上 くさび状 を示すが急速 に増














要である10)治療法 とし ては外科的治療,放 射線,
化学療法,塞 栓術などが行われているが,多 くは1年
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